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峯村健司氏

大
阪
府
・
市
お
よ
び
関
西

経
済
３
団
体
で
構
成
す
る

「
水
と
光
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
」（
会
長
�
鳥
井
信
吾

・
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
）

は
２
月
２０
日
、
書
面
で
第
１７

回
会
議
を
開
い
た
。
２
０
２

１
年
に
策
定
し
た
「
水
と
光

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」
を
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
成
果
を
踏
ま
え

て
改
定
し
た
。

オ
ー
ル
大
阪
で
取
り
組
む

改
定
後
の
基
本
方
針
概
要
は

以
下
の
と
お
り
。

○
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を

継
承
し
、
安
全
・
安
心
で
魅

力
溢
れ
る
「
水
と
光
の
首
都

大
阪
」
を
実
現
す
る
。

○
大
阪
城
周
辺
地
域
か
ら

ベ
イ
エ
リ
ア
ま
で
を
つ
な
ぐ

「
東
西
軸
」
と
都
心
部
を
ロ

の
字
に
流
れ
る「
水
の
回
廊
」

を
中
心
に
、
世
界
に
誇
る
高

質
な
「
水
と
光
の
シ
ン
ボ
ル

空
間
」
を
実
現
す
る
。

○
多
彩
な
民
間
の
知
恵
を

最
大
限
活
か
し
た
「
水
の
回

廊
」
と
ベ
イ
エ
リ
ア
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
、
水
と
光
の

魅
力
を
大
阪
の
ま
ち
全
体
へ

と
広
げ
、
新
た
な
魅
力
を
創

造
す
る
。

○
大
阪
の
水
と
光
の
魅
力

を
、
そ
の
歴
史
や
持
続
可
能

性
を
含
め
て
、
国
内
外
に
発

信
し
、世
界
の
誰
も
が
憧
れ
、

大
阪
の
人
々
が
誇
り
に
で
き

る
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
。

○
公
民
の
強
い
連
携
の
も

と
、
担
い
手
と
し
て
の
企
業

や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材

な
ど
多
彩
な
「
民
」
の
参
画

・
共
創
を
促
し
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
・
活
性
化
や

ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
図

る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
が
設
置
・
運
営
す
る「
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
館
長
�
宮
本
又
郎
・
大
阪
大
学
名
誉
教

授
）
は
こ
の
ほ
ど
、
主
展
示
エ
リ
ア
に
女
性
企
業
家
の
広
岡
浅
子
氏
、
金
剛
よ
し
ゑ
氏
、
小
篠
綾
子
氏
の
３
人
を
追

加
し
た
。
企
業
家
の
追
加
は
２
０
０
１
年
の
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
以
来
初
め
て
。
今
回
の
３
人
を
加
え
、
展
示
企

業
家
は
総
勢
１
０
８
人
と
な
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

１３
日
、
駐
日
パ
キ
ス
タ
ン
大

使
館
、
ア
ジ
ア
人
財
協
会
と

の
共
催
で
、「
パ
キ
ス
タ
ン
人

材
セ
ミ
ナ
ー
」
を
大
阪
市
内

で
開
い
た
。
近
年
、
南
西
ア

ジ
ア
人
材
が
注
目
を
集
め
て

い
る
が
、
大
商
が
パ
キ
ス
タ

ン
人
材
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
の
は

初
め
て
で
あ
り
、
製
造
業
な

ど
か
ら
７０
人
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
大
商
の
井
内
摂
男

専
務
理
事
が
開
会
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
大
商
が
２
０
２
４

年
に
設
立
し
た
「
イ
ン
ド
等

南
西
ア
ジ
ア
部
会
」
に
つ
い

て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
企

業
が
直
面
す
る
人
手
不
足
へ

の
対
応
策
と
し
て
南
西
ア
ジ

ア
人
材
関
連
事
業
へ
の
取
り

組
み
を
案
内
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
使
館

担
当
官
や
受
け
入
れ
支
援
機

関
な
ど
が
登
壇
し
、
パ
キ
ス

タ
ン
人
材
の
強
み
と
し
て
英

語
力
、理
系
人
材
の
豊
富
さ
、

真
面
目
な
性
格
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
実
際
の
雇
用
事

例
、
近
年
日
本
企
業
の
採
用

が
徐
々
に
増
え
て
い
る
現
状

な
ど
を
説
明
し
た
。

大
商
は
、
イ
ン
ド
や
パ
キ

ス
タ
ン
な
ど
の
人
材
セ
ミ
ナ

ー
に
加
え
、
昨
年
１１
月
に
は

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
経
済
人

材
視
察
団
」
を
派
遣
す
る
な

ど
、
南
西
ア
ジ
ア
人
材
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

広岡浅子氏（１８４９～１９１９）金剛よしゑ氏（１８９４～１９７５）小篠綾子氏（１９１３～２００６）

大阪商工会議所は、「新
入社員基礎講座」を開く。
相良暁・大商副会頭（小
野薬品工業会長ＣＥＯ）
が新入社員へ期待を込め
エールを送る。また、Ｓ
ＯＲＡ－ＭＯＮの深野愼
一社長が社会人としての
役割や心構え、自立型社員になるため
の考え方を解説。マネジメントサポー
トの上田玲子氏が、すぐに役立つ名刺
交換や電話応対などのビジネスマナ
ー、仕事の進め方、コミュニケーショ
ンなどのポイントを指導する。
日 時 ４月２日（木）

１３：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 研修・採用支援担当

�６９４４・６４２１

大阪企業家ミュージアムの主展示エリアに新たに設置された女性企業家に焦点を当てた第４ブロック

広
岡
浅
子
氏
は
炭
鉱
開
発

や
銀
行
・
生
命
保
険
会
社
経

営
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

で
才
能
を
発
揮
。
金
剛
よ
し

ゑ
氏
は
女
性
棟
梁
と
し
て
宮

大
工
た
ち
を
統
率
し
、
数
々

の
寺
社
仏
閣
の
修
復
・
建
立

を
手
掛
け
た
。
小
篠
綾
子
氏

は
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
草
分
け
と
し
て

活
躍
。
い
ず
れ
も
女
性
が
ビ

ジ
ネ
ス
の
表
舞
台
に
立
つ
機

会
が
少
な
か
っ
た
時
代
、
さ

ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え

経
営
の
第
一
線
で
活
躍
し
、

後
進
へ
の
道
を
拓
い
た
。
１

０
５
人
の
企
業
家
を
時
代
別

に
展
示
し
た
第
１
〜
３
ブ
ロ

ッ
ク
に
続
き
、
女
性
企
業
家

に
焦
点
を
当
て
た
第
４
ブ
ロ

ッ
ク
を
新
設
。
彼
女
ら
の
事

績
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
を
ゆ

か
り
の
品
と
共
に
展
示
。

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
今
回

の
追
加
展
示
も
含
め
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
時
代
を

切
り
拓
い
た
企
業
家
が
大
阪

で
活
躍
し
た
こ
と
を
、
引
き

続
き
発
信
し
て
い
く
。

関
連
事
業
と
し
て
、
大
商

が
創
設
し
た
「
活
躍
す
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
表
彰
」
の
第
１

回
受
賞
者
・
藤
本
亜
佐
子
氏

（
大
同
生
命
保
険
）
を
招
い

た
講
演
会
を
３
月
１１
日
午
後

３
時
か
ら
開
く
。
同
社
創
業

に
関
わ
っ
た
広
岡
浅
子
氏
の

勇
気
や
挑
戦
心
、
高
い
志
、

後
進
へ
の
想
い
を
語
る
。

■
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム

２
０
０
１
年
６
月
設

立
。
明
治
以
降
、
大
阪
を
舞

台
に
活
躍
し
た
企
業
家
１
０

８
人
を
パ
ネ
ル
と
ゆ
か
り
の

品
で
紹
介
。「
企
業
家
精
神
」

の
伝
承
と
人
材
育
成
を
目
的

に
運
営
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
２
月
１９
日
、
開
催
中
の

「
夢
を
求
め
て
走
れ
！

大

和
ハ
ウ
ス
工
業
創
業
者
・
石

橋
信
夫
か
ら
受
け
継
が
れ
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
」
の
特
別
展
示
関
連

講
演
会
を
開
い
た
。

講
師
は
同
社
の
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
で
大
阪
商
工
会
議
所
副

会
頭
を
務
め
る
芳
井
敬
一

氏
。
芳
井
氏
は
同
社
に
中
途

入
社
。
同
社
に
育
て
て
も
ら

っ
た
と
感
謝
を
示
し
た
。
社

是
の
中
で
も
創
業
者
の
「
事

業
を
通
じ
て
人
を
育
て
る
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
最
も
心

に
刺
さ
っ
た
と
語
り
、「
わ
が

社
の
行
き
方
」
と
い
う
創
業

者
の
考
え
方
が
記
載
さ
れ
た

冊
子
を
常
に
読
み
返
し
て
経

営
方
針
の
参
考
に
し
て
い
る

と
話
し
た
。

芳
井
氏
自
身
は
残
念
な
が

ら
創
業
者
の
石
橋
信
夫
氏
に

直
接
、
面
会
す
る
機
会
は
な

か
っ
た
が
、
同
社
第
７
代
社

長
の
�
口
武
男
氏
か
ら
薫
陶

を
受
け
、
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
の

立
ち
上
げ
を
任
さ
れ
た
ほ

か
、
社
長
就
任
後
に
直
面
し

た
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
失
敗

対
応
や
建
築
基
準
法
違
反
に

よ
る
営
業
停
止
に
つ
い
て
は

通
る
べ
き
道
を
選
び
、
進
ん

で
公
表
す
る
決
断
を
し
た
と

語
っ
た
。

世
界
で
災
害
が
起
こ
れ
ば

日
本
の
代
表
と
し
て
仮
設
住

宅
を
設
置
し
「
人
々
の
暮
ら

し
に
幸
せ
を
届
け
て
い
き
た

い
」
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
復
興

に
も
積
極
的
に
貢
献
す
る
考

え
を
示
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
経
営
ト

ッ
プ
と
し
て
の
『
決
断
力
』

に
感
銘
を
受
け
た
」「
創
業
者

の
『
想
い
』
や
『
夢
』、『
後

輩
の
従
業
員
を
大
切
に
育
成

す
る
気
持
ち
』
が
き
ち
ん
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

創
業
後
７０
年
で
同
社
の
年

商
は
５
兆
円
を
超
え
て
お

り
、
今
後
も
積
極
的
に
国
内

外
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
く
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

相良暁副会頭

開会あいさつに立つ大商の井内
摂男専務理事�２月１３日、大阪
市

講演する大和ハウス工業の芳井敬一会長兼ＣＥＯ�２月
１９日、大阪企業家ミュージアム

大
阪
商
工
会
議
所
の
会
員

の
「
町
の
小
さ
な
魚
屋
さ
ん

千
林
江
山
（
十
楚
武
司
代

表
）」が
公
益
財
団
法
人
食
品

等
持
続
的
供
給
推
進
機
構
主

催
の
令
和
７
年
度
優
良
経
営

食
料
品
小
売
店
等
表
彰
事
業

に
お
い
て
最
上
位
の
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
同

店
は
、
今
市
商
店
街
（
大
阪

市
旭
区
）
に
あ
る
鮮
魚
と
魚

惣
菜
の
お
店
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
独
創
的

な
経
営
技
術
を
駆
使
し
て
優

れ
た
経
営
成
績
を
上
げ
て
い

る
食
料
品
小
売
店
を
表
彰
す

る
も
の
。
お
店
の
「
強
み
」

を
磨
き
ぬ
い
た
挑
戦
的
な
優

良
事
業
者
と
し
て
最
上
位
賞

を
受
賞
し
た
。
同
店
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
海
の
お
か
ず
専

門
店
」
で
、
近
隣
随
一
の
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
繁
盛
店
で

あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
海
産
物
を
４
基

の
生
け
簀
を
駆
使
し
て
活
け

締
め
か
ら
調
理
ま
で
を
行

い
、
料
理
店
に
も
負
け
な
い

食
材
を
提
供
す
る
加
工
技
術

と
常
に
最
適
な
商
品
を
提
供

す
る
温
度
管
理
技
術
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。
同
店
の
お
食

い
初
め
用
の
天
然
祝
鯛
炭
火

焼
は
大
阪
産
（
お
お
さ
か
も

ん
）
名
品
に
選
ば
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
も
人
気

の
商
品
だ
。
同
コ
ン
ク
ー
ル

が
お
店
の
知
名
度
向
上
、
地

域
の
活
性
化
と
と
も
に
専
門

家
知
見
が
経
営
に
生
か
せ
る

こ
と
か
ら
大
商
の
経
営
指
導

員
が
日
本
政
策
金
融
公
庫
守

口
支
店
と
連
携
し
て
応
募
提

案
と
伴
走
支
援
を
行
っ
た
。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３

５
８
・
６
１
１
１

大阪商工会議所は、
「�中国ビジネスセミナ
ー�日中関係の現状と今
後の展望および日本企業
の対応」と題してセミナ
ーを開く。
講師にメディアなどに

多数出演し、日中関係をはじめ国際関
係に詳しい峯村健司・キヤノングロー
バル戦略研究所・上席研究員を迎え
る。
昨秋から悪化した日中関係の現状と

今後の展望、そしてビジネスにおいて
チャイナリスクにどのように備えるの
か、台湾有事と邦人拘束などの観点も
交えた講演を予定する。
関西と中国のつながりは深く、中国

は関西地域にとって最大の貿易相手で
あり、その影響力も大きい。「知彼知己、
百戦不殆（彼を知り己を知れば、百戦
危うからず）」の故事通り、ビジネスの
発展に、情報収集と分析は欠かせない。
日 時 ３月１６日（月）

１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部�６９４４・６４１１

表彰式で記念撮影に臨む「町の小さな
魚屋さん 千林江山」の十楚武司代表�
２月１９日、東京都新宿区

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の

創
業
者
、
石
橋
信
夫
氏
の
不

撓
不
屈
の
人
生
に
焦
点
を
当

て
た
特
別
展
示
を
開
催
し
、

そ
の
功
績
を
パ
ネ
ル
と
ゆ
か

り
の
品
で
紹
介
す
る
。
３
月

１４
日
ま
で
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

時
間
厳
守
の
源

万
博
を
機
に
海
外
へ
の
興

味
が
再
燃
し
、
昨
年
秋
に
マ

レ
ー
シ
ア
を
旅
行
し
た
。
担

当
の
現
地
ガ
イ
ド
は
、
日
本

企
業
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る

方
で
日
本
語
が
堪
能
。
マ
レ

ー
シ
ア
の
歴
史
や
文
化
を
絡

め
な
が
ら
観
光
案
内
を
行

い
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を

提
供
し
て
く
れ
た
▼
そ
ん
な

彼
は
、
日
本
人
の
一
番
の
特

徴
を
「
時
間
厳
守
」
と
語
っ

て
い
た
。
団
体
客
を
案
内
す

る
際
、
集
合
時
間
を
守
っ
て

く
れ
る
の
は
と
て
も
有
難
い

ら
し
く
、
日
本
か
ら
の
旅
行

客
の
ガ
イ
ド
を
優
先
的
に
受

け
て
い
る
そ
う
。
集
合
時
間

を
守
る
こ
と
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
思
う
が
、
他
国
の
観

光
客
は
そ
う
と
も
限
ら
な
い

ら
し
く
、
全
員
が
そ
ろ
わ
ず

個
別
に
電
話
連
絡
す
る
こ
と

も
間
々
あ
り
、
な
に
か
と
大

変
だ
そ
う
▼
日
本
人
も
か
つ

て
は
時
間
に
ル
ー
ズ
だ
っ
た

よ
う
で
、
今
の
よ
う
に
厳
格

に
な
っ
た
の
は
、
明
治
の
こ

ろ
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

工
場
、
学
校
、
鉄
道
と
い
っ

た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
次
々
と

出
現
す
る
中
で
、
時
間
厳
守

の
必
要
性
が
高
ま
り
、
日
本

人
の
律
義
さ
や
協
調
性
が
相

ま
っ
て
、
明
治
後
期
に
は
実

現
、
そ
の
後
定
着
し
た
そ
う

だ
▼
そ
の
お
か
げ
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
時
間
に
関
わ
る
余
計
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く

過
ご
せ
て
い
る
。
当
た
り
前

の
環
境
に
感
謝
し
た
い
。

（
此
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

特別展示を見学した大商の鳥井信吾会頭�１月２０
日、大阪企業家ミュージアム

新入社員基礎講座
～社会人としての意識・マナー・
仕事の進め方を半日で習得

日中関係の現状と展望、ビジネ
スへの影響を読み解く～メディ
ア出演多数の専門家が登壇

２０２６年度前期分 検定試験スケジュー
ル �
２０２６年度 専門相談 �

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
創
業
者

石
橋
信
夫
氏
の
特
別
展
示

３
月
１４
日
ま
で

▼詳細は
こちら

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
芳
井
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

ト
ッ
プ
の
決
断
を
語
る

大
商
会
員�
町
の
小
さ
な
魚
屋
さ
ん
千
林
江
山
�

食
品
等
持
続
的
供
給
推
進
機
構
主
催
の

表
彰
事
業
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

水
と
光
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

万
博
の
成
果
踏
ま
え
基
本
方
針
を
改
定

パ
キ
ス
タ
ン
人
材
セ
ミ
ナ
ー

強
み
や
雇
用
事
例
な
ど
紹
介

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

広
岡
、金
剛
、小
篠
の
３
氏

女性企業家３人を主展示に追加
２０２６年（令和８年）３月１０日 火曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９３（１）



大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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３回で身につける！はじめての経理実務基礎講座３回で身につける！はじめての経理実務基礎講座３回で身につける！はじめての経理実務基礎講座３回で身につける！はじめての経理実務基礎講座
経 理 の 日 常 業 務 を 丁 寧 に 解 説 す る 入 門 講 座経 理 の 日 常 業 務 を 丁 寧 に 解 説 す る 入 門 講 座経 理 の 日 常 業 務 を 丁 寧 に 解 説 す る 入 門 講 座

契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！
契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座

チームの力を最大化する心理的安全性研修チームの力を最大化する心理的安全性研修チームの力を最大化する心理的安全性研修チームの力を最大化する心理的安全性研修
離 職 を 防 ぎ 生 産 性 を 高 め る 職 場 環 境 を 作 る離 職 を 防 ぎ 生 産 性 を 高 め る 職 場 環 境 を 作 る離 職 を 防 ぎ 生 産 性 を 高 め る 職 場 環 境 を 作 る離 職 を 防 ぎ 生 産 性 を 高 め る 職 場 環 境 を 作 る

実践ですぐ役立つビジネスマナーとコミュニケーションスキルを身に付ける実践ですぐ役立つビジネスマナーとコミュニケーションスキルを身に付ける実践ですぐ役立つビジネスマナーとコミュニケーションスキルを身に付ける実践ですぐ役立つビジネスマナーとコミュニケーションスキルを身に付ける
入 社 ３ か 月 フ ォ ロ ー ア ッ プ 講 座入 社 ３ か 月 フ ォ ロ ー ア ッ プ 講 座入 社 ３ か 月 フ ォ ロ ー ア ッ プ 講 座入 社 ３ か 月 フ ォ ロ ー ア ッ プ 講 座

巻き込み力と部下力を身につけ、より良い仕事環境を整える！巻き込み力と部下力を身につけ、より良い仕事環境を整える！巻き込み力と部下力を身につけ、より良い仕事環境を整える！巻き込み力と部下力を身につけ、より良い仕事環境を整える！
中堅社員育成講座＜２＞コミュニケーション編中堅社員育成講座＜２＞コミュニケーション編中堅社員育成講座＜２＞コミュニケーション編中堅社員育成講座＜２＞コミュニケーション編

生成ＡＩ・ＣｈａｔＧＰＴのビジネス活用・業務効率化講座生成ＡＩ・ＣｈａｔＧＰＴのビジネス活用・業務効率化講座生成ＡＩ・ＣｈａｔＧＰＴのビジネス活用・業務効率化講座生成ＡＩ・ＣｈａｔＧＰＴのビジネス活用・業務効率化講座
社内ですぐに活用できる生成ＡＩの使用方法を学ぶ

マーケティングで差をつける！営業のための目標達成ワークショップマーケティングで差をつける！営業のための目標達成ワークショップマーケティングで差をつける！営業のための目標達成ワークショップマーケティングで差をつける！営業のための目標達成ワークショップ
マ ー ケ テ ィ ン グ の 基 本 と 実 践 を 身 に つ け るマ ー ケ テ ィ ン グ の 基 本 と 実 践 を 身 に つ け るマ ー ケ テ ィ ン グ の 基 本 と 実 践 を 身 に つ け る

取締役・監査役に必要な法律知識基礎講座取締役・監査役に必要な法律知識基礎講座取締役・監査役に必要な法律知識基礎講座取締役・監査役に必要な法律知識基礎講座
新任役員が知っておくべき会社経営の法律知識を半日で習得新任役員が知っておくべき会社経営の法律知識を半日で習得新任役員が知っておくべき会社経営の法律知識を半日で習得新任役員が知っておくべき会社経営の法律知識を半日で習得
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常常
議議
員員
会会
開開
くく

大阪商工会議所は「中堅社員
育成講座�２�コミュニケーシ
ョン編」を開催する。
仕事は一人では成り立たな

い。他者を良い意味で巻き込む
ことが必要である。
同講座では、自分と相手や感

情の仕組みを理解したうえで、
他者を巻き込む力、特に上長と
の間で「部下力」を発揮して、
より良い仕事環境を自分で作れ

るよう解説、仕
事を進めるにあ
たって、他者と
の関わりについ
て学ぶ。
講師はSmart

Presen の 新 名
史典代表取締役。６月
１６日午前１０時～午後５
時。

大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の

ほ
ど
、
２
０
２
６
年
度
の
検

定
試
験
の
日
程
を
発
表
し
た

（
表
は
前
期
分
）。

６
月
１４
日
の
日
商
簿
記
検

定
を
皮
切
り
に
、
産
業
人
材

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ

各
種
検
定
試
験
を
実
施
す

る
。
累
計
７５
万
人
以
上
が
受

験
申
し
込
み
し
て
い
る
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
検
定
」
は
職
場
で
働
く

す
べ
て
の
人
が
心
の
健
康
管

理
に
関
す
る
知
識
を
習
得
で

き
る
と
い
う
声
が
受
験
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
財
務

諸
表
を
読
み
解
く
力
が
身
に

つ
く「
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
」

は
学
習
を
通
じ
て
、
自
社
や

取
引
先
の
分
析
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
求
め
ら
れ
る
会

計
ス
キ
ル
を
体
系
的
に
習
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
検
定
試
験
を
資
格
取
得

奨
励
制
度
や
研
修
、
人
事
考

課
な
ど
に
取
り
入
れ
る
企
業

も
増
加
し
て
い
る
。

大阪商工会議所は、「３回で身
につける
はじめての経理実務
基礎講座」を開催する。
同講座は、経理担当者に必要

とされる日常業務を年間の流れ
にそって解説するとともに、簡
単な決算書や必要書類の作成演
習で、会社経理の仕組みも理解
できる。受講に際して簿記の知

識は不問。
講師は、ＴＡ

Ｃの徳野貴子講
師。６月９、１６
日、２３日の３日
間、午
後１～

５時。

新名史典氏

徳野貴子氏

大阪商工会議所は、「生成ＡＩ
・ＣｈａｔＧＰＴのビジネス活
用・業務効率化講座」を開催す
る。
生成ＡＩ・ＣｈａｔＧＰＴは

人手不足の解消や業務効率化の
ために有用である。特に人材リ
ソースの少ない中小企業では生
成ＡＩが活かせる場面も多くあ
るが、使いこなすにはコツが要
り、情報漏洩などのリスクもあ
る。

同研修では生
成ＡＩを実務で
利用するための
具体的な活用方
法と、学んでお
きたいリスクに
ついて解説す

る。
講師は、01START

の芝先恵介代表取締
役。６月１７日午後１～
５時。

大阪商工会議所は「契約のし
くみと法律実務基礎講座」を開
催する。
同講座では、営業や法務・経

理担当社員向けに、多くの訴訟
や紛争を経験し、企業法務の実
務に日頃から関わっている弁護
士が、「実務に役立つ」という視
点から、よくある失敗例や残念
な条項例を紐解き、法律や契約
における「モノの見方・考え
方」（規範的思考力）、「立証

の智慧と工夫」
のノウハウをわ
かりやすく伝授
する。
講師は弁護士

法人色川法律事
務所の鳥山半六

弁護士・弁理士。６月１０日午後
１～５時。オンライン
受講可。

芝先恵介氏
鳥山半六氏

大阪商工会議所は、「マーケテ
ィングで差をつける
営業のた
めの目標達成ワークショップ」
を開催する。
同講座では、マーケティング

の基本を学び、実践的な目標達
成方法を習得するとともに、顧
客のニーズを深堀りし、効果的
なセグメンテーションやソリュ
ーション提案を行う技術を磨
く。具体的なアクションプラン

を作成し、振り
返りを通じて行
動計画に落とし
込むことができ
る。
講師は、パワ

ー・インタラク
ティブの岡本充智代表
取締役。６月２３日午後
１～５時。

大阪商工会議所は、「チームの
力を最大化する心理的安全性研
修」を開催する。
心理的安全性の高いチームほ

どイノベーションが生まれ、離
職率が低く、成果が上がること
が多くの研究で示されている。
管理職・経営層を対象に、心理
的安全性の本質を正しく理解
し、「心理的安全性を高めるため

のエッセンス」
を学ぶ。
講師は、マー

ブルイノベーシ
ョンの松尾久美
子代表取締役。
６月１１

日午後１～５時。

岡本充智氏
松尾久美子氏

大阪商工会議所は、「入社３か
月フォローアップ講座」を開催
する。
緊張感が薄れ始める時期に、

組織人としての役割を再認識
し、仕事は主体的にするもので
あることを意識付ける。ビジネ
スマナーを徹底体得させるとと
もに、効果的な仕事の進め方を
学ぶ。
過去の受講者からは「改めて

目標を持ち、新
たな気持ちと角
度で業務を見る
ことができるよ
うになった」な
どの声がある。
講師は、Edu.

ANNEXの池田稔子代
表。６月１５日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、「取締役・
監査役に必要な法律知識基礎講
座」を開催する。
取締役の責任は重く、問題が

起こった際には会社やステーク
ホルダーへの損害賠償責任が課
される。新任取締役・監査役が
知っておくべき法律やコンプラ
イアンスの知識を、実務的な視

点から解説す
る。
講師は、色川

法律事務所の鈴
木蔵人弁護士。
７月７
日午後

１～５時。

安
定
し
た
政
権
基
盤
を
活
か

し
、
中
長
期
を
見
据
え
、
成
長

投
資
に
よ
る
「
強
い
経
済
」
の

実
現
や
「
外
交
力
の
強
化
」
に

全
力
を
尽
く
し
、
着
実
に
実
行

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

高
市
政
権
が
掲
げ
る
「
強
い

経
済
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

日
本
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業

の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

２
０
２
６
年
度
予
算
を
速
や
か

に
審
議
・
成
立
さ
せ
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
が
直
面
す

る
人
手
不
足
、
原
材
料
高
、
賃

上
げ
、
価
格
転
嫁
等
の
課
題
に

対
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

社
会
保
障
と
税
の
見
直
し
、

改
革
も
待
っ
た
な
し
の
課
題
で

あ
る
。
消
費
税
や
給
付
付
き
税

額
控
除
等
を
含
む
各
種
政
策
の

効
果
や
影
響
を
十
分
に
検
討

し
、
総
合
的
な
戦
略
を
策
定
・

実
行
す
る
こ
と
で
、
真
に
「
責

任
あ
る
積
極
財
政
」
を
進
め
ら

れ
た
い
。

（
２
月
１８
日
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月
２０

日
、第
２４
回
常
議
員
会
を
開
き
、

�
理
事
の
選
任
の
同
意
�
参
与

の
委
嘱
の
承
認


会
員
加
入
�

２
０
２
６
年
度
特
定
商
工
業
者

負
担
金
の
賦
課
�
退
任
役
員
・

議
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
�
第
６

回
通
常
議
員
総
会
に
上
程
す
る

議
案
�
委
員
会
委
員
の
委
嘱
の

承
認
�
�
に
つ
い
て
審
議
し
、

了
承
し
た
。

ま
た
、
�
次
期
中
期
計
画
�

ア
ブ
ダ
ビ
商
工
会
議
所
と
大
阪

商
工
会
議
所
の
包
括
連
携
協
定



「D
ocoD

em
o
Festi

val
O
SA
K
A

」
の
開
催
�

第
１５
回
関
西
３
空
港
懇
談
会
の

開
催
�
ウ
エ
ル
ネ
ス
産
業
振
興

事
業
（
大
阪
府
委
託
事
業
）
の

報
告
と
今
後
の
展
開
�
「
緑
の

募
金
」
運
動
へ
の
協
力
�
�
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
７
４
０
、
団

体
１
０
２
８
、
個
人
７
６
０
０

の
合
計
３
万
２
３
６
８
と
な
っ

た
。

◆
第
６
回
通
常
議
員
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

一
、
日
時

２
０
２
６
年
３
月

３０
日
午
後
４
〜
５
時

二
、
場
所

大
阪
商
工
会
議
所

７
階
「
国
際
会
議
ホ
ー
ル
」

池田稔子氏 鈴木蔵人氏

�新入社員ビジネスマナー１日
【集中】講座
～社会人としての基盤となる
「ビジネスマナー」を１日か
けて徹底指導�
大阪商工会議所は、「新入社員ビ

ジネスマナー１日【集中】講座」
を開催する。
同講座では、社会人としての基

礎となる心構えや、組織において

求められる役割・行動を学び、ビ
ジネスマナーの重要性について理
解を深め、言葉遣い、来客応対・
訪問、電話応対など、実践演習を
通じて基本マナーを身につけ実践
できるよう指導する。
日 時 ４月２３日、５月８日１０：

００～１７：００
講 師 ビジネスプラス

サポートの川勝
愛・人財育成プ
ロデューサー

�主任・係長育成講座
～自己成長と後輩指導の観点
からチームへの貢献力を高め
る
大阪商工会議所は、「主任・係長

育成講座�１�自己成長編」「主任
・係長育成講座�２�後輩指導
編」を開催する。
同講座はチーム運営や実務の要

となる主任・係長（入社８～１３年
目社員）が対象。�１�自己成長
編では、リーダーとして今後のキ

ャリアプランを考えるとともに、
自身に対しての周りの期待を考
え、求められる役割、責任、能力
について理解してもらう。�２�
後輩指導編では、部下・後輩と良
好な関係を作り、指導するために
必要なスキル、知識について学ぶ。
日 時 �１�４月２２日

�２�５月１３日
いずれも１０：００
～１７：００

講 師 ＣＤＭの伊東廣
賀代表

試験日・試験期間

１１月１日（日）

随時
�団体特別試験（各コース原則１０人以上）�

１０月１８日（日）

６月１４日（日）

随時

随時（全国統一試験日：毎月第３金曜日）

随時（全国統一試験日：毎月第３金曜日）

６月２８日（日）

随時

１０月４日（日）

随時（全国統一試験日：毎月第３金曜日）

随時（全国統一試験日：毎月第３金曜日）

随時

随時

随時（全国統一試験日：毎月第３金曜日）

７月５日（日）

６月１８日（木）～７月６日（月）

６月１８日（木）～７月６日（月）

７月９日（木）～７月３０日（木）

７月９日（木）～７月３０日（木）

６月１８日（木）～７月６日（月）

級

�～�種

Ⅱ～�種

２～３

１～３

２～３

初級

初級

１～３

１～３

１

２～３
Basic

２～３

設定なし

設定なし

EXPERT
STANDARD
BASIC
ENTRY

設定なし

アドバンス
クラス

スタンダード
クラス

２～３

２～３

設定なし

設定なし

検定試験

メンタルヘルス・
マネジメント

ビジネス会計

統一試験

２・３級ネット試験

初級

原価計算初級

珠算

リテールマーケティング
（販売士）

日商ＰＣ
（文書作成）
（データ活用）

（プレゼン資料作成）

電子会計実務

キータッチ２０００テスト

ビジネスキーボード

日商プログラミング

日商ビジネス英語

カラーコーディネーター

ビジネス実務法務

福祉住環境
コーディネーター

環境社会（eco）

ビジネスマネジャー

日
商
簿
記

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

従業員の人事考課やスキルアップに活用

▼検定試
験詳細

第
２
次
高
市
内
閣
発
足
に
つ
い

て

２０２６年度 検定試験（前期分）の日程表

４～７月開催の講座・研修

商議所の検定試験
（２）２０２６年（令和８年）３月１０日 火曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９３



QQ
AAA
＆ 

Q

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������

6.6

4.0
1.0

-2.0

3.0

9.1

2.3

9.6

27.2 27.6 29.6

22.0

19.0

0

5

10

15

20

25

30

35

（％）

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

GDP成長率 CPI上昇率（年平均）
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出所：世界銀行「ミャンマー経済モニター（2025年12月）」

図 GDP成長率およびCPI 上昇率（年平均）の推移
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中中
小小
企企
業業
をを
規規
律律
すす
るる

重重
要要
法法
令令
とと
そそ
のの
適適
用用
事事
例例
��

ＱＡ
２
０
１
１
年
の
民
主
化
後
、
ア
ジ
ア
最
後
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
注
目
を
集
め
、
経
済
成

長
を
続
け
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
し
か
し
、
２１

年
の
国
軍
に
よ
る
権
力
掌
握
（
以
下
、
政
変
）

に
よ
っ
て
、
再
び
軍
事
政
権
下
に
お
か
れ
、
状

況
は
一
変
、
経
済
情
勢
は
低
迷
し
て
い
る
。

政
変
直
前
の
１９
年
度
に
５５
・
２
億
�
だ
っ
た

外
国
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
の
認
可
額
は
、
２４

年
度
に
は
６
・
９
億
�
ま
で
減
少
し
た
。
さ
ら

に
、
諸
外
国
や
国
際
機
関
か
ら
の
援
助
の
停
止

や
外
国
人
観
光
客
の
減
少
な
ど
も
重
な
り
、
外

貨
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
国
内
で
は
外
貨

管
理
を
目
的
と
し
て
輸
入
ラ
イ
セ
ン
ス
対
象
品

目
が
拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、
外
貨
の
強
制
兌
換
制

度
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て
厳
し

い
事
業
環
境
が
継
続
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ト
ロ
が

２５
年
８
〜
９
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
２
０
２
５
年
度
海
外
進
出
日
系
企
業
実
態
調

査（
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
編
）」に
よ
る
と
、

在
ミ
ャ
ン
マ
ー
日
系
企
業
（
有
効
回
答
６３
社
）

の
う
ち
３９
・
７
％
が
、
２５
年
の
営
業
利
益
見
込

み
に
つ
い
て
「
赤
字
」
と
回
答
し
た
。
こ
れ
は

調
査
対
象
の
２０
カ
国
・
地
域
の
中
で
も
っ
と
も

高
い
割
合
だ
っ
た
。

１９
年
度
に
６
・
６
％
だ
っ
た
経
済
成
長
率

は
、
政
変
直
後
の
２１
年
度
に
マ
イ
ナ
ス
１２
・
０

％
ま
で
落
ち
込
ん
だ（
図
参
照
）。
ま
た
、
世
界

銀
行
が
２５
年
１２
月
に
発
表
し
た
見
通
し
に
よ
る

と
、
２５
年
度
も
マ
イ
ナ
ス
２
・
０
％
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
２５
年
３
月
に
発

生
し
た
中
部
大
地
震
の
影
響
に
加
え
、
紛
争
の

継
続
、
低
調
な
国
内
需
要
、
労
働
力
不
足
な
ど
、

厳
し
い
国
内
情
勢
が
浮
か
び
上
が
る
。
消
費
者

物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
上
昇
率
（
年
平
均
）
も

２２
年
度
以
降
は
２
桁
台
で
推
移
し
て
お
り
、
イ

ン
フ
レ
収
束
の
兆
し
は
見
え
て
い
な
い
。

停
滞
す
る
経
済
に
、
２４
年
４
月
に
導
入
さ
れ

た
徴
兵
制
が
拍
車
を
か
け
、
海
外
で
の
就
業
を

希
望
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
増
加
し
て
い
る
。

２４
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
実
施
さ
れ
た
日
本
語
能

力
試
験
（
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
の
応
募
者
数
は
１７
万
９

６
５
８
人
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
最
多
だ
っ
た
。
こ

れ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
日
本
へ
の
関
心
の
高
さ

を
示
す
結
果
で
、
人
材
不
足
に
直
面
す
る
日
本

側
で
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

し
か
し
、
２５
年
２
月
以
降
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

就
労
目
的
で
の
出
国
に
必
要
な
ス
マ
ー
ト
カ
ー

ド（
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
）の
発
給
が
停
止
・
制
限
さ
れ
、

送
り
出
し
機
関
ご
と
に
派
遣
人
数
の
上
限
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
、
就
労
希
望
者
の
海
外
派
遣
が

厳
し
く
な
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
受
け
入
れ

を
予
定
し
て
い
た
日
本
企
業
は
対
応
に
苦
慮
し

て
い
た
が
、
２６
年
に
入
り
、
状
況
は
徐
々
に
改

善
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
２５
年
１２
月
末
か
ら
２６
年

１
月
末
に
か
け
て
、
政
変
後
初
と
な
る
総
選
挙

が
実
施
さ
れ
た
。
一
部
の
選
挙
区
で
投
票
が
実

施
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
政
変
前
ま
で
の
政
権
与

党
で
あ
っ
た
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
の
政

党
登
録
が
抹
消
さ
れ
る
な
ど
、
正
当
な
選
挙
と

み
な
す
こ
と
が
難
し
い
と
の
指
摘
が
多
い
中
で

実
施
さ
れ
、
軍
系
政
党
で
あ
る
連
邦
団
結
発
展

党
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
が
上
下
院
で
過
半
数
を
超
え

る
議
席
を
獲
得
し
た
。
今
後
発
足
す
る
新
政
権

に
対
し
、
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取

る
の
か
、
ま
た
新
政
権
下
で
政
策
に
変
化
が
生

じ
る
の
か
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
は
経
済
成
長
を
続
け
る
ア

セ
ア
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
各
国
企
業
と
の
共

創
や
海
外
展
開
を
後
押
し
す
る
「
日
本
ア
セ
ア

ン
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
お
客
様
に

業
界
に
お
け
る
当
社
製
品

の
優
位
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
広
告
で
「
業
界
第
１
位
」
と
い

う
訴
求
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
近
時
、
こ
う
し
た
「
Ｎ
ｏ
�

１
表
示
」
に
対
す
る
消
費
者
庁
の
監

視
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。「
Ｎ
ｏ
�
１
表
示
」を
行
う
際
に
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

◇
１

は
じ
め
に

「
売
上
Ｎ
ｏ
�
１
」
や

「
業
界
第
１
位
」
と
い
っ
た
、
自
社

の
優
位
性
を
強
調
す
る
広
告
表
示

（
い
わ
ゆ
る「
Ｎ
ｏ
�
１
表
示
」）は
、

消
費
者
に
対
し
て
強
い
訴
求
力
を
持

つ
一
方
で
、
２
０
２
４
年
９
月
に
消

費
者
庁
か
ら
「
Ｎ
ｏ
�
１
表
示
に
関

す
る
実
態
調
査
報
告
書
」
が
公
表
さ

れ
る
な
ど
、
近
年
、
Ｎ
ｏ
�
１
表
示

に
対
す
る
監
視
の
目
が
強
ま
り
、
摘

発
事
例
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

２

景
品
表
示
法
に
よ
る
規
制

Ｎ
ｏ
�
１
表
示
を
規
制
す
る
中
心

的
な
法
律
は
、
景
品
表
示
法
で
す
。

同
法
５
条
１
号
は
、
商
品
等
の
内

容
が
実
際
の
も
の
よ
り
も
著
し
く
優

良
で
あ
る
と
示
し
、
又
は
事
実
に
相

違
し
て
当
該
事
業
者
と
同
種
・
類
似

の
商
品
等
を
供
給
し
て
い
る
他
の
事

業
者
の
も
の
よ
り
も
著
し
く
優
良
で

あ
る
と
一
般
消
費
者
に
誤
認
さ
れ
る

表
示
を
、「
優
良
誤
認
表
示
」
と
し
て

禁
止
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
条
２
号
は
、
商
品
等
の

取
引
条
件
が
実
際
の
も
の
又
は
当
該

事
業
者
と
同
種
・
類
似
の
商
品
等
を

供
給
し
て
い
る
他
の
事
業
者
の
も
の

よ
り
も
著
し
く
有
利
で
あ
る
と
一
般

消
費
者
に
誤
認
さ
れ
る
表
示
を
、「
有

利
誤
認
表
示
」
と
し
て
禁
止
し
て
い

ま
す
。

合
理
的
な
根
拠
が
な
い
Ｎ
ｏ
�
１

表
示
は
、
こ
う
し
た
優
良
誤
認
表
示

や
有
利
誤
認
表
示
に
当
た
り
、
措
置

命
令
や
課
徴
金
（
原
則
と
し
て
売
上

額
の
３
％
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
業
者
に
と
っ
て
は
、
違
反
が
公
表

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ

ョ
ン
リ
ス
ク
も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

３

合
理
的
な
根
拠
と
し
て
認
め

ら
れ
る
た
め
の
４
要
素

消
費
者
庁
の
上
記
報
告
書
で
は
、

Ｎ
ｏ
�
１
表
示
が
適
法
で
あ
る
た
め

に
、
少
な
く
と
も
以
下
の
４
要
素
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
と
の
考
え
方
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

�
比
較
対
象
の
適
切
な
選
定

比
較
対
象
と
な
る
同
種
商
品
等
を

適
切
に
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
検
索
し
た
結
果
上
位

に
表
示
さ
れ
た
同
種
商
品
等
の
み
を

対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
場
合
、
主

要
な
同
種
商
品
等
の
一
部
が
含
ま
れ

な
い
可
能
性
が
あ
り
、
適
切
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

�
調
査
対
象
者
の
適
切
な
選
定

Ｎ
ｏ
�
１
表
示
は
恣
意
性
・
バ
イ

ア
ス
が
働
き
や
す
い
た
め
、
調
査
の

客
観
性
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
調
査
対
象

者
の
作
為
的
な
抽
出
や
、
未
利
用
者

の
イ
メ
ー
ジ
調
査
な
ど
は
Ｎ
Ｇ
で

す
。�

公
平
な
調
査
方
法

調
査
方
法
に
つ
い
て
も
恣
意
性
・

バ
イ
ア
ス
を
排
除
す
る
必
要
が
あ

り
、
回
答
を
誘
導
す
る
設
問
や
、
自

社
に
有
利
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
調
査
を

打
ち
切
る
等
は
適
切
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

�
表
示
内
容
と
調
査
結
果
の
対
応

表
示
内
容
を
作
成
す
る
際
、
調
査

結
果
を
恣
意
的
に
切
り
取
ら
ず
、
正

確
に
引
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。４

お
わ
り
に

２
０
２
６
年
現
在
、
Ｎ
ｏ
�
１
表

示
は
「
と
り
あ
え
ず
調
査
会
社
に
頼

ん
で
１
位
を
と
る
」
と
い
う
手
法
が

通
用
し
な
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

ま
す
。広
告
を
出
す
事
業
者
と
し
て
、

Ｎ
ｏ
�
１
表
示
が
「
消
費
者
の
合
理

的
な
選
択
を
妨
げ
て
い
な
い
か
」
と

い
う
誠
実
な
検
証
が
求
め
ら
れ
ま

す
。Ｎ

ｏ
�
１
表
示
の
運
用
、
適
切
な

広
告
表
示
に
関
し
て
お
困
り
の
場
合

は
、
大
阪
弁
護
士
会
中
小
企
業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

・
公
認
不
正
検
査
士
�
Ｃ
Ｆ
Ｅ
�

竹
村

知
己
）

Ｎ
ｏ
�
１
表
示
を
行
う
際
、
�
比
較
対
象
の
適
切
な
選
定
�
調
査
対

象
者
の
適
切
な
選
定
�
公
平
な
方
法
に
よ
る
調
査
の
実
施
�
表
示
内
容

と
調
査
結
果
の
対
応
と
い
う
４
つ
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
う
な
ど
、
表

示
内
容
が
合
理
的
な
根
拠
に
基
づ
く
も
の
と
な
る
よ
う
注
意
す
べ
き
。

�
ポ
イ
ン
ト
�

中
小
企
業
の
事
業
承
継
を

語
る
と
き
、
長
年
に
わ
た
り

立
ち
は
だ
か
っ
て
き
た
壁
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
経
営

者
保
証
」
で
す
。

「
後
継
者
の
奥
さ
ん
に
反

対
さ
れ
て
事
業
承
継
が
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
」。そ
う
肩
を

落
と
し
た
の
は
、
８０
歳
手
前

の
社
長
。
金
融
機
関
か
ら
は

「
今
後
ど
う
さ
れ
ま
す
か
」

と
心
配
さ
れ
、
よ
う
や
く
従

業
員
の
中
か
ら
後
継
候
補
が

現
れ
た
矢
先
の
出
来
事
で
し

た
。社

長
は
「
経
営
者
に
な
る

な
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は

自
分
が
責
任
を
持
つ
覚
悟
が

欲
し
か
っ
た
」
と
本
音
を
漏

ら
し
ま
す
が
、
候
補
者
側
か

ら
す
れ
ば
、
個
人
が
負
う
保

証
の
重
さ
は
や
は
り
簡
単
に

飲
み
込
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
静
か
に
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
２
０
２
６

年
５
月
施
行
の
「
事
業
性
融

資
の
推
進
等
に
関
す
る
法

律
」
で
創
設
さ
れ
た
「
企
業

価
値
担
保
権
」
と
い
う
仕
組

み
で
す
。
従
来
の
よ
う
に
不

動
産
担
保
や
個
人
保
証
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
企
業
そ
の

も
の
が
持
つ
価
値
を
担
保
に

金
融
支
援
を
行
う
仕
組
み
。

こ
れ
が
事
業
承
継
の
現
場
に

新
し
い
風
を
吹
き
込
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
三
つ

あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
経
営

者
保
証
を
原
則
求
め
な
い
融

資
が
可
能
に
な
る
こ
と
。
後

継
者
に
と
っ
て
心
理
的
ハ
ー

ド
ル
が
大
き
く
下
が
り
、「
継

ぐ
」
と
い
う
意
思
決
定
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。第
二
に
、

将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

を
重
視
す
る
金
融
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
。
過
去
の
実
績

だ
け
で
な
く
「
こ
れ
か
ら
稼

ぐ
力
」を
評
価
す
る
姿
勢
は
、

成
長
や
再
生
を
伴
う
事
業
承

継
・
Ｍ
＆
Ａ
と
非
常
に
相
性

が
良
い
で
す
。
第
三
に
、
の

れ
ん
や
無
形
資
産
を
含
め
た

企
業
価
値
を
担
保
評
価
の
対

象
と
す
る
こ
と
。
中
小
企
業

の
実
態
に
即
し
た
、
よ
り
現

実
的
な
金
融
の
あ
り
方
と
言

え
ま
す
。

企
業
価
値
担
保
権
は
、
単

な
る
新
し
い
融
資
ス
キ
ー
ム

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
融
の

姿
勢
そ
の
も
の
を
変
え
う
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

「
後
継
者
が
い
な
い
」「
保

証
が
重
い
」
―
―
そ
ん
な
理

由
で
未
来
が
閉
ざ
さ
れ
る
企

業
を
一
社
で
も
減
ら
す
た
め

に
、
金
融
の
側
か
ら
も
、
事

業
承
継
の
風
景
を
変
え
る
挑

戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
法
務
・
総
務
担
当
者
の

研
鑽
な
ど
を
目
的
と
し
た
研

究
会
「
法
律
懇
話
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、

２
０
２
６
年
度
の
例
会
の
概

要
を
発
表
し
た
。

各
分
野
の
第
一
人
者
で
あ

る
研
究
者
・
実
務
家
に
よ
る

講
義
に
加
え
、
出
席
者
同
士

の
情
報
交
換
会
や
交
流
会
の

機
会
を
設
け
、
例
年
、
多
数

の
企
業
法
務
・
総
務
関
係
者

が
参
加
し
て
い
る
。

２６
年
度
の
講
座
で
は
、
株

主
総
会
対
応
や
取
引
適
正
化

法
、
会
社
法
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
最
新
動

向
な
ど
、
企
業
法
務
実
務
に

直
結
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
を

解
説
す
る
。
４
月
開
講
、
全

１６
講
座
、
各
回
２
時
間
で
オ

ン
ラ
イ
ン
併
催
。

当
面
の
予
定

第
１
回（
４
月
１０
日
）「
会

社
法
上
重
要
な
最
近
の
判
例

（
株
主
総
会
関
連
等
）
と
実

務
へ
の
影
響
」
京
都
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
教
授

松
尾
健
一
氏

第
２
回（
同
２７
日
）「
株
主

総
会
Ｑ
＆
Ａ
」
追
手
門
学
院

大
学
法
学
部
教
授
・
京
都
大

学
名
誉
教
授
前
田
雅
弘
氏
、

弁
護
士
法
人
第
一
法
律
事

務
所
弁
護
士
村
中
徹
氏

第
３
回（
５
月
２２
日
）「
本

年
の
株
主
総
会
の
直
前
準
備

と
対
応
」
同
村
中
徹
氏
※
講

演
終
了
後
、
情
報
交
換
会
を

予
定
（
テ
ー
マ
�
本
年
の
株

主
総
会
運
営
に
つ
い
て
）

第
４
回（
７
月
１０
日
）「
会

社
法
改
正
を
見
据
え
た
最
新

動
向
と
今
後
の
課
題
（
仮

題
）」関
西
大
学
法
科
大
学
院

教
授
北
村
雅
史
氏

第
５
回（
同
２３
日
）「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ

ー
ド
改
訂
に
つ
い
て
（
仮

題
）」京
都
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
教
授
山
下
徹
哉
氏

第
６
回（
８
月
４
日
）「
取

適
法
（
改
正
下
請
法
）
に
関

す
る
最
新
動
向（
仮
題
）」関

西
大
学
法
学
部
教
授
笠
原

宏
氏
※
講
演
終
了
後
、
交
流

会
を
予
定

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４
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ジ
ェ
ト
ロ

調
査
部

ア
ジ
ア
大
洋
州
課

リ
サ
ー
チ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

イノベーションの宝庫

年間１６講座の例会、交流会
法律懇話会

２０２６年度

菊
池

芙
美
子

継
ぐ
覚
悟
を
、保
証
で
潰

さ
な
い
た
め
に

第
７
章

�６�

▼センター
のＨＰ

▼詳細は
こちら

�６�

「
Ｎ
ｏ
�
１
表
示
」
合
理
的
な
根
拠
必
要

景品表示法

昭
和
３８
年
の
社
長
就
任
時
、
当

社
の
役
職
員
の
行
動
基
準
を
網
羅

し
た
「
わ
が
社
の
行
き
方
」
と
い

う
冊
子
を
取
り
ま
と
め
た
際
に
、

巻
頭
言
と
し
て
記
さ
れ
た
訓
話
の

な
か
の
一
節
。
夢
を
持
た
ず
、
前

進
と
積
極
精
神
と
を
忘
れ
た
企
業

は
、座
し
て
死
を
待
つ
に
等
し
い
。

夢
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
極
的
に
実

現
し
て
い
く
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ

の
成
長
が
あ
り
、
企
業
の
成
長
が

あ
る
の
意
。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

昨
年
創
業
７０
年
を
迎
え
た
同
社
の
創

業
者
・
石
橋
信
夫
氏
の
不
撓
不
屈
の

人
生
に
焦
点
を
当
て
た
特
別
展
示
を

３
月
１４
日
ま
で
開
催
。（
１
面
参
照
）

建
築
の
工
業
化
を
推
進
し
、
戸
建

て
住
宅
か
ら
大
型
建
築
、
ま
ち
づ

く
り
へ
と
展
開

「
夢
」
そ
れ
は
、
誠
に
広
い
意
味
を
持
つ
言
葉
で
す
。
夜
寝

て
見
る
の
も
「
夢
」
で
あ
り
、
過
去
の
思
い
出
も
ま
た
人
は

「
夢
」
と
い
う
表
現
を
し
ま
す
。
し
か
し
我
々
に
と
っ
て
重

要
な
夢
は
、「
将
来
の
夢
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

い
し
ば
し

の
ぶ

お

石
橋

信
夫（
１
９
２
１
〜
２
０
０
３
）

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

私私のの事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡ。。悔悔ややままなないいたためめののイイロロハハととはは？？

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

企業価値を担保に金融支援する�企業価値担保権�

経済が低迷するミャンマー、選挙後の変化に注目ミャンマー

２０２６年（令和８年）３月１０日 火曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９３（３）
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検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）。

契
約
や
取
引
条
件
の
確

認
、
債
権
回
収
、
損
害
賠
償
、

労
務
ト
ラ
ブ
ル
、就
業
規
則
、

労
働
・
社
会
保
険
、
賃
金
・

人
事
制
度
、
法
人
税
や
所
得

税
、
資
産
税
、
経
理
の
Ｄ
Ｘ

化
、
税
制
改
正
へ
の
対
応
、

会
社
設
立
、
新
事
業
立
案
、

創
業
計
画
策
定
、「
も
の
づ
く

り
補
助
金
」「
先
端
設
備
等
導

入
計
画
」「
経
営
革
新
計
画
」

な
ど
の
申
請
、
生
産
管
理
・

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
診
断
と

活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど

の
活
用
、
新
製
品
開
発
、
生

産
性
向
上
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
手
法
、
販
路
開
拓
の
進
め

方
、
融
資
、
借
入
金
の
返
済

条
件
の
見
直
し
、
金
融
機
関

へ
の
対
応
、
取
適
法
や
独
占

禁
止
法
へ
の
対
応
な
ど
経
営

者
の
立
場
に
立
ち
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
。
相
談
は
面
談
・

電
話
と
も
可
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
の
初
代

会
頭
を
務
め
た
五
代
友
厚
が

誕
生
し
て
今
年
で
１
９
０

年
。
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
大
阪
取
引
所
の
Ｏ
Ｓ

Ｅ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
五
代
の

誕
生
日
２
月
１２
日
を
挟
ん
だ

２
月
１０
、
１２
、
１３
日
の
３
日

間
、「
五
代
友
厚
生
誕
１
９
０

年
記
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
開
き
、
参
加
し
た
個
人
の

来
場
者
に
記
念
品
を
進
呈
し

た
。期

間
中
、
五
代
特
設
コ
ー

ナ
ー
で
は
明
治
の
初
め
、
米

価
安
定
に
注
力
し
た
五
代
の

足
跡
に
関
す
る
展
示
を
行

い
、
五
代
の
多
方
面
に
わ
た

る
功
績
を
紹
介
し
た
（
写

真
）。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
技

術
・
事
業
開
発
研
究
会
」
を

開
催
し
て
い
る
。こ
の
ほ
ど
、

２
０
２
６
年
度
の
上
半
期
に

実
施
す
る
例
会
の
概
要
を
発

表
し
た
。

同
研
究
会
は
、
年
１０
回
の

例
会
と
企
業
見
学
会
、
参
加

者
同
士
の
交
流
会
か
ら
構

成
。上

半
期
は
京
セ
ラ
が
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
た
研
究
開
発
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
す
る
ほ

か
、
産
業
機
器
・
セ
メ
ン
ト

・
食
品
メ
ー
カ
ー
の
研
究
開

発
手
法
や
デ
ザ
イ
ン
戦
略
・

人
材
育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
る
。

下
半
期
も
様
々
な
業
界
か

ら
講
師
を
選
定
す
る
。
各
回

と
も
午
後
３
時
３０
分
〜
５

時
、大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

１
社
あ
た
り
各
回
２
人
ま
で

受
講
可
能
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

◆４月開講 日商簿記３級講座
�本町平日コース�
◎火・金コース
日 時 ４月１４日～６月９日（全

１６回）１８：３０～２０：５０
場 所 ミライフ本町教

室（大阪市中央
区）

◆４月開講 日商簿記３級講座
�新大阪土曜コース�
◎土曜コース
日 時 ４月１８日～６月６日（全

８回）１２：００～１４：２０／
１４：３０～１６：５０（１日２
コマ）

場 所 ミライフ新大阪
教室（大阪市淀
川区）

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
明
治
以
降
、
大
阪
を

舞
台
に
活
躍
し
た
１
０
８
人

の
企
業
家
の
高
い
志
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
な
ど
の
「
企
業

家
精
神
」
を
伝
え
る
施
設
。

大
阪
商
工
会
議
所
の
会
員

企
業
の
社
員
・
家
族
な
ど
を

対
象
に
、
自
社
の
創
立
・
創

業
記
念
日
の
週
に
同
施
設
を

見
学
で
き
る
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。利
用
者
か
ら
は「
期

間
中
は
無
料
で
見
学
で
き

る
」「
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

喜
ば
れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
６
年
度

の
例
会
の
概
要
を
発
表
し

た
。２

０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

て
国
内
外
の
情
勢
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
中
、
脱
炭

素
分
野
の
先
進
企
業
や
第
一

線
で
活
躍
す
る
有
識
者
な
ど

を
招
い
て
、
全
６
回
の
例
会

を
開
く
。

２６
年
度
は
国
内
外
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ぐ

る
最
新
動
向
に
つ
い
て
解
説

す
る
ほ
か
、
同
分
野
で
他
社

と
の
協
業
を
進
め
る
Ｂ
ｉ
ｏ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
が
登
壇
し
、
協

業
の
き
っ
か
け
や
狙
い
・
成

果
に
つ
い
て
発
表
す
る
。
ま

た
、
水
素
混
焼
発
電
の
実
証

な
ど
に
も
取
り
組
む
関
西
電

力
姫
路
第
二
発
電
所
の
見
学

会
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
、「
毎
回
最

先
端
の
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
紹
介
さ
れ
、
参
考
に

な
る
」
な
ど
毎
年
好
評
を
得

て
い
る
。

各
回
と
も
原
則
、
午
後
３

〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

１
９
８
９
年
に
新
卒
入
社
後
、
工
場
で

教
育
・
厚
生
業
務
に
従
事
。
９７
年
か
ら
は

労
働
組
合
専
従
と
し
て
、
男
女
平
等
や
セ

ク
ハ
ラ
防
止
の
意
識
が
当
た
り
前
で
な
か

っ
た
時
代
に
、
組
合
員
と
向
き
合
い
な
が

ら
協
約
改
定
や
風
土
改
善
に
取
り
組
ん

だ
。
２
０
０
４
年
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室
に
異

動
後
は
、
創
業
の
精
神
を
基
に
「
職
場
の

風
通
し
」
を
重
視
し
た
啓
発
を
推
進
。
通

報
窓
口
の
運
営
や
全
社
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
か
ら
、
風
通
し
の
良
さ
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
ト
ラ
ブ
ル
低
減
に
寄
与
す
る
こ
と

を
示
し
、
討
議
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る

な
ど
、
対
話
を
軸
と
し
た
組
織
づ
く
り
を

進
め
た
。

１７
年
に
は
グ
ン
ゼ
博
物
苑
（
京
都
府
綾

部
市
）
の
苑
長
に
就
任
し
、
展
示
内
容
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
地
域
団
体
と
連
携
し
た

企
画
の
拡
充
な
ど
に
注
力
。
来
苑
者
数
を

年
間
５
０
０
０
人
か
ら
４
万
人
超
へ
と
大

き
く
伸
ば
し
、地
域
の
文
化
資
源
と
し
て
、

価
値
向
上
に
貢
献
し
た
。
２１
年
か
ら
は
綾

部
本
社
総
務
課
長
と
し
て
、
歴
史
的
建
物

群
の
維
持
・
活
用
を
含
む
綾
部
地
域
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
担
い
、
綾

部
市
と
の
共
存
共
栄
を
推
進
し
た
。
２５
年

か
ら
現
職
。

２４
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。
同

表
彰
式
典
で
は
受
賞
者
を
代
表
し
て
「
す

べ
て
の
人
が
自
分
も
相
手
も
尊
重
し
、
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

行
動
し
続
け
た
い
」
と
言
葉
を
残
し
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
第

１
８
２
回
中
小
企
業
景
況
調

査
」
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

た
。
同
調
査
は
四
半
期
ご
と

に
実
施
し
、
今
回
は
昨
年
１１

月
１
〜
２０
日
に
大
阪
市
内
の

２
５
９
社
か
ら
回
答
を
得

た
。

１０
〜
１２
月
期
の
自
社
業
況

Ｄ
Ｉ
値
（
「
好
転
」
か
ら
「
悪

化
」
を
引
い
た
指
数
）
は
マ

イ
ナ
ス
１７
・
４
と
前
回
調
査

か
ら
５
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
２
期
連
続
し
て
上
昇
し

た
。
売
上
額
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ

ナ
ス
１７
・
８
（
前
回
調
査
か

ら
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
上

昇
）、資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
値
は
マ

イ
ナ
ス
１６
・
２
（
同
２
・
５

ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、従
業
員
数

過
不
足
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス

１５
・
４
（
同
２
・
７
ポ
イ
ン

ト
低
下
）
と
な
っ
た
。

「
経
営
上
の
問
題
点
」
で

は
、「
仕
入
単
価
の
上
昇
」
が

小
売
業
で
１４
期
連
続
第
１

位
、
卸
売
業
で
７
期
連
続
第

１
位
と
な
り
、
２
業
種
で
単

価
上
昇
が
共
通
課
題
と
な
っ

た
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

キヤノン 理事・総合デザインセンター
所長 石川 慶文 氏

※例会終了後、交流会を予定

住友大阪セメント
常務執行役員 小堺 規行 氏

※環境・エネルギービジネス研究会と合同開催

三菱電機 先端技術総合研究所
所長 西沢 昭則 氏

京セラ
執行役員 研究開発本部長 仲川 彰一 氏

日清食品
常務取締役 事業統括本部長 兼 Well-being推進
部長 NISSIN ACADEMY 学長 物流統括管理
者（CLO） 深井 雅裕 氏

５月
（調整中）

６月１９日

７月２７日

８月２４日

９月２８日

「脱炭素政策の迷走と市場構造の変化̶エネルギ
ー・貿易・資本に広がる制度的進展」
ＥＹ新日本有限責任監査法人
※例会終了後、交流会を予定

「脱炭素社会実現に向けた住友大阪セメントの技
術開発」
住友大阪セメント
※技術・事業開発研究会と合同開催

第３回（７月下旬）と
第４回（１０月上旬）は調整中

「カーボンニュートラル分野における大企業×ス
タートアップ企業の協業事例」
Bioworks

工場見学会
関西電力 姫路第二発電所

第１回
５月２９日

第２回
６月１９日

第５回
１１月上旬

第６回
１２月８日

２０２６年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

日時、場所は調整のうえお知らせします

�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回まで。
☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合計５回
まで。※曜日、時間を変更する場合あり。※大阪府の補助金
を受けて実施。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第２・４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・経営力向
上、創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

取適法、独占禁止法

知的財産
（特許、商標、意匠など）

専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

尊
重
し
合
え
る
社
会
実
現
へ

専
門
相
談
窓
口

＜７６＞

女性リーダーたち活躍する

▼詳細は
こちら

五
代
友
厚
生
誕
１９０
年

多
方
面
に
わ
た
る
功
績
紹
介

第１８２回
中
小
企
業

景
況
調
査

創
立
・
創
業
記
念
の
週

施
設
見
学
の
機
会

企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼詳細は
こちら

環境・エネルギービジネス研究会
カーボンニュートラルの最新事情と事例発表

技
術
・
事
業
開
発
手
法
を
学
ぶ

年
１０
回
の
例
会
、見
学
会
、交
流
会

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

吉川 智美 さん

グンゼ 人事総務部
人財尊重室 室長

（４）２０２６年（令和８年）３月１０日 火曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９３


